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竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク

令和元年１０月発行

竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク

歴史と文化が紡ぎあう歴史づくり

竹原第３地区社会福祉協議会，上市自治会，小路自治会，楠通自治会，竹原町女性会，
竹原市消防団第 1分団 1部 3班，老人クラブ，町並保存会，民生委員児童委員，
ＮＰＯ法人ネットワーク竹原

安心・安全部会 交流部会

(防災 )
　防災資機材の活用･管理　など
(防犯 )
　防犯灯の点検　など
(環境 )
　生活道路等の点検整備
その他，安全安心に関すること

(交流 )
　イベントへの参画
　正月飾りづくり　など
(高齢者支援 )
　介護に関する講演会
　交通安全の関する講演会　など
その他交流に関すること

竹原第３地区の未来に向けて

　設立から 10年間が経過し，地域の皆さんに協働のまちづくりが認知されてきたと実感しております。　

しかし，現状としては人口の減少，高齢化はじわじわと進行しています。地域で生活するものとしては受

け止めることしかないのです。高齢化については若手が行事に参加できるようにして世代交代を進めてい

くしかないと思っています。

　平成30年７月の集中豪雨災害で第３地区にも水害が発生し，一部の家屋に床上，床下浸水が起きましたが，

地域の皆さんが声掛けを行い，復旧作業及び瓦礫等の撤去がスムーズに進んだことは普段の協働のまちづ

くりでの活動が活きていることを実感しましたので，これからも協働のまちづくりを推進して住みよいま

ちづくりに邁進していきたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク　会長　岡田　文夫

平成3０年7月豪雨被害の様子 平成3０年7月豪雨被害の様子 平成3０年7月豪雨被害の様子



趣 旨

　竹原第３地区は，昭和57年に国重要伝統的建造物群保存地区に選定され，「安芸の小京都」と呼ばれる「町並

み保存地区」があり，貴重な文化遺産が当時のまま生き続ける，情緒ある町です。

　商業化されていない竹原の町並みは，文化と人々の生活が今もなお共存する場所として，訪れる人がふるさ

との郷愁を感じることができる，どこか落ち着いた静けさと温かさを感じることができる特別な空間です。

　しかし，時代の変化によってこの町にも様々な壁が立ちはだかりました。若者が市外へ流出し，町並みを象

徴する建築物を守る住民も次第に高齢化し，空き家が増えていきました。脈々と受け継いできた歴史と文化を

どのように継承するかはこの町にとっての喫緊の課題です。

　そういった中，町並みを活かしたまちづくりを推進するため，平成20年11月に地元3自治会（上条・小路・楠通）・

竹原第3地区社会福祉協議会・地元消防団・ＮＰＯ法人ネットワーク竹原など，計25の地縁団体やＮＰＯ法人が

連携・協力する住民自治組織「竹原第3地区協働のまちづくりネットワーク」を設立しました。

ふりかえり

目的

　歴史のある町並みを守り，住みやすい環境づくりを行うことにより，安心して暮らせるまちづくりをめざします。

　年次別活動項目（令和元年度〜令和10年度）

目的

　地域資源を活かしながら，世代間の交流を通じて，地域の“絆”づくりをめざします。

　年次別活動項目（令和元年度〜令和10年度）

安
心
安
全
部
会

取組み項目 成　　果 課　　題

防災

⃝ 倉庫設置・機材購入
⃝ 倉庫組立と基礎は部員で施工
⃝ ネームシート貼
⃝ 倉庫床に板敷
⃝ 機材使用訓練

⃝ 機材の点検管理
⃝ 機材の紛失防止対策
⃝ 資機材の管理（機能・数量）
⃝ 資機材は優先順位を付けて５年
　 計画で購入する
⃝ エンジンの始動点検・管理

防犯

⃝ 調査して報告（案）作成
⃝ 大雨・台風・高潮時に見回り
⃝ 「まちづくり懇談会」で地区内の
　 問題項目を提議
⃝ 整備案作成・マップ記入
⃝ 整備案を役員会で説明
⃝ カーブミラー 1箇所新設

⃝ 早急に市との協議必要あり
⃝ 今後の進め方
⃝ 現地立会いで問題点を理解する
　 必要あり
⃝ 「まちづくり懇談会」後の協議

環境

⃝ 調査して報告（案）作成
⃝ 役員による見回り
⃝ 宝くじコミュニティ助成事業に
　 より 17 灯増設
⃝ ＬＥＤ灯に取替

⃝ ＬＥＤ灯の更新による経費

その他

(教育 ･組織固め等 )

⃝ 防火訓練に参加（照蓮寺） ⃝ 参加者が少ない

交
流
部
会

取組み項目 成　　果 課　　題

憧憬の路に参画
⃝ ４回の会議で参画の意思確認
⃝ 延べ人数 200 人以上参加
⃝ オブジェ製作が上達した

⃝ 実行委員会の取組み，方針

荒廃竹林整備事業

（年２回）

⃝ 毎年実施できた ⃝ 周知方法

小路水路の清掃 ⃝ 清掃成果十分あり ⃝ 参加者増

正月飾りづくり
⃝ 参加できなかった人にも配布
⃝ 正月飾りづくりが上達した

⃝ 周知方法

小路水路に

竹アーチ製作
⃝ 景観・防犯・転落防止の
　 一石三鳥

⃝ 参加者の増員

反省交流会 ⃝ 有意義であった ⃝ より多くの方に参加してもらう事

その他

交流に関すること
⃝ 役 40 名参加，好評であった ⃝ 周知方法

安心安全部会

交流部会

防災訓練

水路清掃

防災訓練

竹原西幼稚園の門松製作

災害復旧

水路へ竹アーチの製作

区分 事業内容

目標年度 分類

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
地
域

協
働

防災

防災資機材の活用・管理 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

防災訓練の実施 ● ● ○ ○

土のうづくり ● ● ● ● ● ○

防犯

防犯灯の点検 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

子どもの見守り活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

地域の見廻り活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

環境
生活道路の点検・整備 ● ● ● ● ● ○ ○

道路側溝の点検・整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

その他

教育（研修会・講演会等） ● ● ● ○ ○

組織固め ● ● ● ● ○ ○

グッズ購入（ジャンパー・ベスト・帽子・腕章・旗・ワッペン等） ● ● ○ ○

その他，安心・安全に関すること ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

区分 事業内容

目標年度 分類

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
地
域

協
働

交流

憧憬の路に参画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

荒廃竹林整備に協力 ● ● ● ● ● ● ○

小路水路清掃（年２回） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

竹原西幼稚園に門松の製作 ● ○

正月飾りづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

小路水路へ竹アーチの製作 ● ● ● ● ● ○

高齢者
福祉

介護に関する講演会 ● ● ● ○ ○

交通安全に関する講演会 ● ● ● ○ ○

向こう三軒両隣の喚起推進 ● ● ● ● ○ ○

その他，交流に関すること ● ● ● ○
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